
函館工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コミュニケーション日本語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0054 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 社会基盤工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 1

教科書/教材 国語便覧（大修館書店）※1年次に購入済み。プライム常用国語　（第一学習社）、袋が冊子になったクリアファイル
（ポートフォリオ用）※必ず購入

担当教員 泊 功
到達目標
①　自分の考えや意見を述べるために情報やデータを集めたり、他者と議論したりできる。
②　自分の考えや意見を公共の場で説得的に述べることができる。
③　漢字や語彙、敬語など社会的なコミュニケーションに必要な日本語を運用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
図書館や新聞、インターネットな
どで集めた情報を分析し、他者と
議論し、自分の意見をまとめられ
る。

図書館や新聞、インターネットな
どを用いて必要な情報にアクセス
し、情報を集めて分析できる。

居眠りや内職、携帯電話を見るな
ど授業に集中しないまたは提出物
を期日までに提出しない。

評価項目2
資料やデータに基づき、他者の意
見を取り入れたり批判したりしつ
つ、説得的にパブリックスピーキ
ングを展開できる。

公共の場において、適切な表現を
用いて自分の考えや意見を述べる
ことができる。（パブリックスピ
ーキングができる。）

居眠りや内職、携帯電話を見るな
ど授業に集中しないまたは提出物
を期日までに提出しない。

評価項目3

課題のワークを期日までに全て終
了して提出し、定期テストで80点
以上得点し、習得した内容を実際
のコミュニケーションに応用でき
る。

課題のワークを期日までに全て終
了して提出し、定期テストで60点
以上得点できる。

居眠りや内職、携帯電話を見るな
ど授業に集中しないまたは提出物
を期日までに提出しない。

学科の到達目標項目との関係
函館高専教育目標 E
教育方法等

概要

①対話や収集した情報・データ（根拠）を理解・分析し、演繹・帰納などによって論拠（根拠と主張・
結論をつなぐもの）を明らかにし、自分の意見や考えを効果的に伝えることができる。
②パブリックスピーキング（公共の場での発言・発表・対話）を説得的に展開できる。
③上記の形式に習熟し、合意形成へ向けた口頭コミュニケーション能力を獲得する。
④日本語を広く習得し、適切に用いて社会的コミュニケーションに応用できる。

授業の進め方・方法
各単元のコミュニケーション課題を個人またはグループで取り組み、発表する。口頭発表過程で製作する紙ベースの成
果物は提出して点検を受け、ポートフォリオに整理する。また副教材のワークは定期試験で評価し、また最後にはポー
トフォリオとして提出する。

注意点

①　グループ活動における作業過程・発表はグループ全体責任であり、評価もまた同様とする。ただし、グループ内に
著しく非協力的な個人がいる場合は個別に減点対象とすることもあり得る。また、逆にビブリオバトルなどの競争的発
表における代表者、グループリーダーなどで積極的役割を果たしたものは高く評価する。
②　原稿用ファイルなど、紙の各種ドキュメント（授業中に配布したプリントや自分やグループで作った文書作品）を
保管するA4クリアファイル１冊を必ず用意すること（最初の授業で改めて指示する）。これらはポートフォリオ（書類
入れ）として、自己の学習成果の確認に用いるとともに、自分の成績の証明となる。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
群読

・授業の進め方、評価の仕方などが理解できる。
・グループで自己紹介し、お互いを知ることができる
。

2週 群読① ・群読について理解し、グループで練習できる。
3週 群読② ・練習の成果を披露できる。
4週 ビブリオバトル ・自分の選んだ本について口頭で紹介できる。

5週 ブックレビューを作る① ・4週の授業で紹介した本についてのレビューを書ける
。

6週 ブックレビューを作る② ・ブックレビュー評価に基づき他者と交流できる。
7週 ブックレビューを作る③ ・読んだ本についての交流をもっと深められる。
8週 中間試験 これまでの授業、ワークの内容を理解できる。

2ndQ

9週 インタビュー・プレゼンテーション① ・インタビュー・プレゼンの概要を理解できる。
10週 インタビュー・プレゼンテーション② ・インタビュー対象への取材内容を整理できる。
11週 インタビュー・プレゼンテーション③ ・インタビューの内容についてまとめられる。
12週 インタビュー・プレゼンテーション④ ・適切なメディア・表現で報告できる。
13週 インタビュー・プレゼンテーション⑤ ・適切なメディア・表現で報告できる。
14週 インタビュー・プレゼンテーション⑥ ・適切なメディア・表現で報告できる。
15週 なし なし
16週 ポートフォリオ回収・学習成果確認 自分の学習成果をポートフォリオで確認できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語 読書習慣の形成をとおして感受性を培い、新たな言葉やものの見

方を習得して自らの表現の向上に生かすことができる。 2 前5,前6



現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、熟語の構成、ことわ
ざ、慣用句、同音同訓異義語、単位呼称、対義語と類義語等の基
礎的知識についての理解を深め、その特徴を把握できる。また、
それらの知識を適切に活用して表現できる。

2 前1

代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人
物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
めたり広げたりすることができる。

2

古文・漢文について、音読・朗読もしくは暗唱することにより、
特有のリズムや韻などを味わうことができる。 2

代表的な古文・漢文について、日本文学史および中国文学史にお
ける位置を理解し、作品の意義について意見を述べることができ
る。また、それらに親しもうとすることができる。

2

教材として取り上げた作品について、用いられている言葉の現代
の言葉とのつながりや、時代背景などに関する古文・漢文の基礎
的知識を習得できる。

2

情報の収集や発想・選択・構成の方法を理解し、論理構成や口頭
によるものを含む表現方法を工夫して、科学技術等に関する自ら
の意見や考えを効果的に伝えることができる。また、信頼性を重
視して情報を分析し、図表等を適切に活用・加工してコミュニケ
ーションに生かすことができる。

2 前4

他者の口頭によるものを含む表現について、客観的に評価すると
ともに建設的に助言し、多角的な理解力、柔軟な発想･思考力の
涵養に努めるとともに、自己の表現の向上に資することができる
。

2
前1,前2,前
3,前4,前
7,前14

相手の意見を理解して要約し、他者の視点を尊重しつつ、建設的
かつ論理的に自らの考えを構築し、合意形成にむけて口頭による
コミュニケーションをとることができる。また、自らのコミュニ
ケーションスキルを改善する方法を習得できる。

2
前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14

社会で使用される言葉を始め広く日本語を習得し、その意味や用
法を理解できる。また、それらを適切に用い、社会的コミュニケ
ーションとして実践できる。

2
前9,前
10,前11,前
12,前13,前
16

評価割合
試験 発表 成果品 レポート ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 30 10 10 10 0 100
基礎的能力 40 30 10 10 10 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


